
(57)【要約】

【課題】必要とする出力特性を容易に得ることができる

ようにした電動機を提供する。

【解決手段】電動機本体１に、Ｕ，Ｖ，Ｗの各相毎に２

つの独立した巻線Ｕ１～Ｗ１、Ｕ２～Ｗ２を設ける。こ

れら巻線を接続する接続部Ａ～Ｉと２つのアンプ接続端

子ＡＴ１，ＡＴ２を設ける。接続部Ａ～Ｉの選択接続に

より、各相巻線を直列又は並列に接続したスター結線又

はデルタ結線の各結線方式の電動機を得る。アンプ接続

端子ＡＴ１，ＡＴ２にそれぞれアンプを接続して、接続

部Ａ～Ｉの接続を選択して、実質的に２つの電動機を構

成するスター結線又はデルタ結線の電動機を得ることが

できる。結線方式の選択と、アンプの使用数によって、

６種類の出力特性の異なる電動機を得ることができる。

電動機を使用する機械に合わせて、最適な出力特性の電

動機を接続部の接続を選択するだけで得られる。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
固 定 子 巻 線 の 各 相 毎 に 少 な く と も ２ つ 以 上 の 独 立 し た 巻 線 と 、 各 巻 線 の 両 方 の 各 端 部 を 端
子 と し て 有 し 、 選 択 的 に 前 記 端 子 間 を 接 続 す る と 共 に 前 記 端 子 に 電 流 供 給 部 を 接 続 す る こ
と に よ っ て 、 所 望 す る 出 力 特 性 の 電 動 機 を 得 る こ と を 可 能 に し た 電 動 機 。
【 請 求 項 ２ 】
固 定 子 巻 線 の 各 相 毎 に 少 な く と も ２ つ 以 上 の 独 立 し た 巻 線 と 、 各 巻 線 の 両 方 の 各 端 部 と 接
続 さ れ た 端 子 を 有 す る 端 子 台 を 備 え 、 選 択 的 に 前 記 端 子 間 を 接 続 す る と 共 に 前 記 端 子 に 電
流 供 給 部 を 接 続 す る こ と に よ っ て 、 所 望 す る 出 力 特 性 の 電 動 機 を 得 る こ と を 可 能 に し た 電
動 機 。
【 請 求 項 ３ 】
固 定 子 巻 線 の 各 相 毎 に 少 な く と も ２ つ 以 上 の 独 立 し た 巻 線 を 備 え 、 前 記 各 相 の 巻 線 の 結 線
及 び ス タ ー 結 線 か デ ル タ 結 線 か を 選 択 的 に 結 線 す る た め の 接 続 部 と 、 各 巻 線 に 電 流 を 供 給
す る 電 流 供 給 部 接 続 端 子 を 複 数 備 え た こ と を 特 徴 と す る 電 動 機 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 巻 線 を 接 続 す る 接 続 部 は 、 各 相 の 巻 線 を 直 列 、 並 列 又 は そ の 組 み 合 わ せ を 結 線 す る 接
続 部 と 、 ス タ ー 結 線 か デ ル タ 結 線 か に 接 続 す る た め の 接 続 部 を 備 え る 請 求 項 ３ 記 載 の 電 動
機 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 電 流 供 給 部 接 続 端 子 は 、 各 相 の 独 立 し た 巻 線 の 数 だ け 電 流 供 給 部 を 接 続 可 能 に 設 け ら
れ て い る 請 求 項 ３ 又 は 請 求 項 ４ に 記 載 の 電 動 機 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 巻 線 を 接 続 す る 接 続 部 に 切 り 替 え ス イ ッ チ が 接 続 さ れ て い る 請 求 項 ３ 乃 至 ５ の 内 い ず
れ か １ 項 に 記 載 の 電 動 機 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 切 替 ス イ ッ チ を 自 動 切 替 ス イ ッ チ で 構 成 し た 請 求 項 ３ 乃 至 ５ の 内 い ず れ か １ 項 に 記 載
の 電 動 機 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 電 動 機 に 関 し 、 所 望 の 出 力 特 性 を 得 る こ と が で き る 電 動 機 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
電 動 機 に お い て は 、 各 相 の 巻 線 の 巻 線 数 に よ っ て 、 又 は 、 デ ル タ 結 線 か ス タ ー 結 線 か に よ
っ て 、 そ の 出 力 特 性 が 変 わ る 。 そ の た め 、 １ 台 の 電 動 機 に 対 し て 、 巻 線 切 替 が で き る よ う
に し て 、 複 数 の 出 力 特 性 を 得 ら れ る よ う に し た 巻 線 切 替 方 法 は 知 ら れ て い る 。
例 え ば 、 各 相 の 巻 線 に 分 割 点 を 設 け 、 こ の 分 割 点 を 用 い て 、 各 相 の 巻 線 の 結 線 状 態 を 切 り
替 え て デ ル タ 結 線 、 ス タ ー 結 線 を 形 成 で き る よ う に し た 三 相 誘 導 電 動 機 の 巻 線 切 替 方 式 が
知 ら れ て い る （ 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 ６ － ２ ９ ６ ３ ５ ０ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
１ つ の 電 動 機 の 出 力 特 性 を 上 述 し た よ う に 巻 線 切 替 に よ っ て 変 え る こ と が で き る が 、 従 来
の こ の 巻 線 切 替 だ け で 出 力 特 性 を 広 げ る に は 限 界 が あ り 、 所 望 す る 出 力 特 性 を 得 る に は 別
の モ ー タ を 用 意 す る か 、 容 量 の 異 な る 別 の ア ン プ を 用 意 す る 必 要 が あ る 。 別 の モ ー タ や ア
ン プ を 用 意 す る に は そ の 分 コ ス ト が 増 大 す る こ と に な る 。
そ こ で 、 本 発 明 の 目 的 は 、 必 要 と す る 出 力 特 性 を 容 易 に 得 る こ と が で き る よ う に し た 電 動
機 を 提 供 す る こ と に あ る 。
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【 ０ ０ ０ ５ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 願 請 求 項 １ に 係 わ る 発 明 は 、 固 定 子 巻 線 の 各 相 毎 に 少 な く と も ２ つ 以 上 の 独 立 し た 巻 線
と 、 各 巻 線 の 両 方 の 各 端 部 を 端 子 と し て 有 し 、 選 択 的 に 前 記 端 子 間 を 接 続 す る と 共 に 前 記
端 子 に 電 流 供 給 部 を 接 続 す る こ と に よ っ て 、 所 望 す る 出 力 特 性 の 電 動 機 を 得 る こ と を 可 能
に し た 電 動 機 で あ る 。
又 、 請 求 項 ２ に 係 わ る 発 明 は 、 固 定 子 巻 線 の 各 相 毎 に 少 な く と も ２ つ 以 上 の 独 立 し た 巻 線
と 、 各 巻 線 の 両 方 の 各 端 部 と 接 続 さ れ た 端 子 を 有 す る 端 子 台 を 備 え 、 選 択 的 に 前 記 端 子 間
を 接 続 す る と 共 に 前 記 端 子 に 電 流 供 給 部 を 接 続 す る こ と に よ っ て 、 所 望 す る 出 力 特 性 の 電
動 機 を 得 る こ と を 可 能 に し た 電 動 機 で あ る 。
請 求 項 ３ に 係 わ る 発 明 は 、 固 定 子 巻 線 の 各 相 毎 に 少 な く と も ２ つ 以 上 の 独 立 し た 巻 線 を 備
え 、 前 記 各 相 の 巻 線 の 結 線 及 び ス タ ー 結 線 か デ ル タ 結 線 か を 選 択 的 に 結 線 す る た め の 接 続
部 と 、 各 巻 線 に 電 流 を 供 給 す る 電 流 供 給 部 接 続 端 子 を 複 数 備 え た こ と を 特 徴 と す る 電 動 機
で あ る 。 請 求 項 ４ に 係 わ る 発 明 は 、 前 記 巻 線 を 接 続 す る 接 続 部 が 、 各 相 の 巻 線 を 直 列 、 並
列 又 は そ の 組 み 合 わ せ を 結 線 す る 接 続 部 と 、 ス タ ー 結 線 か デ ル タ 結 線 か に 接 続 す る た め の
接 続 部 で 構 成 さ れ て い る も の で あ る 。 さ ら に 、 請 求 項 ５ に 係 わ る 発 明 は 、 前 記 電 流 供 給 部
接 続 端 子 が 、 各 相 の 独 立 し た 巻 線 の 数 だ け 電 流 供 給 部 を 接 続 可 能 に 設 け ら れ て い る も の で
あ る 。 又 、 請 求 項 ６ に 係 わ る 発 明 は 、 前 記 巻 線 を 接 続 す る 接 続 部 に 切 り 替 え ス イ ッ チ が 接
続 さ れ 、 請 求 項 ７ に 係 わ る 発 明 は 、 こ の 切 替 ス イ ッ チ を 自 動 切 替 ス イ ッ チ で 構 成 し た も の
で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
図 １ は 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 の 電 動 機 の 結 線 構 成 図 で あ る 。 こ の 実 施 形 態 の 電 動 機 は 、 電
動 機 本 体 １ に Ｕ ， Ｖ ， Ｗ の 各 相 毎 に ２ つ の 独 立 し た 固 定 子 巻 線 Ｕ １ ， Ｕ ２ 、 Ｖ １ ， Ｖ ２ 、
Ｗ １ ， Ｗ ２ を 備 え て い る 。 巻 線 Ｕ １ の 端 部 を Ｕ １ ａ ， Ｕ １ ｂ 、 巻 線 Ｕ ２ の 端 部 を Ｕ ２ ａ ，
Ｕ ２ ｂ 、 巻 線 Ｖ １ の 端 部 を Ｖ １ ａ ， Ｖ １ ｂ 、 巻 線 Ｖ ２ の 端 部 を Ｖ ２ ａ ， Ｖ ２ ｂ 、 巻 線 Ｗ １
の 端 部 を Ｗ １ ａ ， Ｗ １ ｂ 、 巻 線 Ｗ ２ の 端 部 を Ｗ ２ ａ ， Ｗ ２ ｂ と 記 載 し て い る 。 そ し て 、 巻
線 Ｕ １ ， Ｖ １ ， Ｗ １ の 端 部 Ｕ １ ａ ， Ｖ １ ａ ， Ｗ １ ａ が １ 組 ， 端 部 Ｕ １ ｂ ， Ｖ １ ｂ ， Ｗ １ ｂ
が １ 組 、 巻 線 Ｕ ２ ， Ｖ ２ ， Ｗ ２ の 端 部 Ｕ ２ ａ ， Ｖ ２ ａ ， Ｗ ２ ａ が １ 組 ， 端 部 Ｕ ２ ｂ ， Ｖ ２
ｂ ， Ｗ ２ ｂ が １ 組 を 構 成 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
端 部 Ｕ １ ａ ， Ｖ １ ａ ， Ｗ １ ａ に は 電 流 供 給 部 で あ る ア ン プ を 接 続 す る ア ン プ 接 続 端 子 Ａ Ｔ
１ が 接 続 さ れ て い る 。 端 部 Ｕ １ ａ ， Ｖ １ ａ ， Ｗ １ ａ と 端 部 Ｕ ２ ａ ， Ｖ ２ ａ ， Ｗ ２ ａ に は そ
れ ぞ れ 接 続 部 Ａ が 接 続 さ れ て い る 。 又 、 端 部 Ｕ ２ ａ ， Ｖ ２ ａ ， Ｗ ２ ａ に は 接 続 部 Ｂ が 接 続
さ れ 、 該 接 続 部 Ｂ の 他 方 に は ア ン プ 接 続 端 子 Ａ Ｔ ２ が 接 続 さ れ て い る 。 端 部 Ｕ １ ｂ ， Ｖ １
ｂ ， Ｗ １ ｂ に は 接 続 部 Ｃ が 接 続 さ れ 該 接 続 部 Ｃ の 他 方 は 共 通 に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
さ ら に 、 接 続 部 Ｄ は 端 部 Ｕ ２ ａ ， Ｖ ２ ａ ， Ｗ ２ ａ と 端 部 Ｕ １ ｂ ， Ｖ １ ｂ ， Ｗ １ ｂ 、 接 続 部
Ｅ は 端 部 Ｕ ２ ａ ， Ｖ ２ ａ ， Ｗ ２ ａ と 端 部 Ｕ ２ ｂ ， Ｖ ２ ｂ ， Ｗ ２ ｂ 、 接 続 部 Ｆ は 端 部 Ｕ １ ａ
， Ｖ １ ａ ， Ｗ １ ａ と 端 部 Ｕ １ ｂ ， Ｖ １ ｂ ， Ｗ １ ｂ 、 接 続 部 Ｇ は 端 部 Ｕ ２ ｂ ， Ｖ ２ ｂ ， Ｗ ２
ｂ と 接 続 さ れ 他 方 は 共 通 に 接 続 さ れ て い る 。 接 続 部 Ｈ は 端 部 Ｕ １ ｂ ， Ｖ １ ｂ ， Ｗ １ ｂ と 端
部 Ｕ ２ ｂ ， Ｖ ２ ｂ ， Ｗ ２ ｂ 、 接 続 部 Ｉ は 端 部 Ｕ ２ ｂ ， Ｖ ２ ｂ ， Ｗ ２ ｂ と 端 部 Ｕ １ ａ ， Ｖ １
ａ ， Ｗ １ ａ と 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
各 接 続 部 Ａ ～ Ｉ は 図 ２ に 示 す よ う に 、 対 向 す る ３ 組 の 接 続 端 子 を 備 え 、 対 向 す る 接 続 端 子
間 を 結 線 接 続 す る こ と が で き る よ う に さ れ て い る 。 こ の 接 続 端 子 間 の 接 続 は 導 線 を は ん だ
等 で 接 続 す る こ と で 半 固 定 的 に 接 続 し て も よ く 、 又 、 ス イ ッ チ 等 を こ の 接 続 端 子 間 に 設 け
て 、 接 続 す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
ア ン プ 接 続 端 子 Ａ Ｔ １ に ア ン プ Ａ ｍ ｐ １ を 接 続 す る よ う に し て 、 接 続 部 Ｄ ， Ｇ を 接 続 す る
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結 線 方 式 を 用 い る と 、 図 ４ （ ａ ） に 示 す 各 相 の 巻 線 が 直 列 に 接 続 さ れ た ス タ ー 結 線 の 電 動
機 と な る 。 す な わ ち 、 接 続 部 Ｄ が 接 続 さ れ 端 部 Ｕ ２ ｂ ， Ｖ ２ ｂ ， Ｗ ２ ｂ が 共 通 に 接 続 さ れ
る こ と か ら 、 こ の 共 通 接 続 部 の 端 部 Ｕ ２ ｂ よ り Ｕ 相 巻 線 Ｕ ２ ， 端 部 Ｕ ２ ａ ， 接 続 部 Ｄ ， 端
部 Ｕ １ ｂ ， Ｕ 相 巻 線 Ｕ １ ， 端 部 Ｕ １ ａ ， ア ン プ Ａ ｍ ｐ １ 、 ま た 、 端 部 Ｖ ２ ｂ よ り Ｖ 相 巻 線
Ｖ ２ ， 端 部 Ｖ ２ ａ ， 接 続 部 Ｄ ， 端 部 Ｖ １ ｂ ， Ｖ 相 巻 線 Ｖ １ ， 端 部 Ｖ １ ａ ， ア ン プ Ａ ｍ ｐ １
、 端 部 Ｗ ２ ｂ よ り Ｗ 相 巻 線 Ｗ ２ ， 端 部 Ｗ ２ ａ ， 接 続 部 Ｄ ， 端 部 Ｗ １ ｂ ， Ｗ 相 巻 線 Ｗ １ ， 端
部 Ｗ １ ａ ， ア ン プ Ａ ｍ ｐ １ と 結 線 さ れ 、 図 ４ （ ａ ） に 示 す 各 相 巻 線 が 直 列 に 接 続 さ れ た ス
タ ー 結 線 か ら な る 結 線 方 式 と な る 。
【 ０ ０ １ １ 】
図 ３ は 、 図 ４ に 示 す 各 結 線 状 態 の 電 動 機 を 構 成 す る た め の 結 線 方 式 に お け る 各 接 続 部 Ａ ～
Ｉ の 接 続 状 態 を 示 す 図 表 で あ る 。 「 ○ 」 は 接 続 部 が 接 続 さ れ て い る 「 オ ン 」 を 意 味 し 、 「
× 」 は 接 続 が な さ れ て い な い 「 オ フ 」 を 意 味 す る 。 こ の 図 ３ に 示 す よ う に 、 接 続 部 Ｄ ， Ｇ
を 接 続 し 、 ア ン プ 端 子 Ａ Ｔ １ に ア ン プ を 接 続 す る よ う に し て 、 上 述 し た よ う に 図 ４ （ ａ ）
の 各 相 巻 線 が 直 列 に 接 続 さ れ た ス タ ー 結 線 か ら な る 結 線 方 式 の 電 動 機 と な る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
又 、 接 続 部 Ｄ ， Ｉ を 接 続 し 、 ア ン プ 端 子 Ａ Ｔ １ に ア ン プ Ａ ｍ ｐ １ を 接 続 す る よ う に し 、 図
４ （ ｂ ） の 各 相 巻 線 が 直 列 に 接 続 さ れ た デ ル タ 結 線 か ら な る 結 線 方 式 の 電 動 機 と な る 。 す
な わ ち 、 ア ン プ 端 子 Ａ Ｔ １ の Ｕ 相 端 子 か ら 、 端 部 Ｕ １ ａ ， Ｕ 相 巻 線 Ｕ １ ， 端 部 Ｕ １ ｂ ， 接
続 部 Ｄ ， 端 部 Ｕ ２ ａ ， Ｕ 相 巻 線 Ｕ ２ ， 端 部 Ｕ ２ ｂ ， 接 続 部 Ｉ ， ア ン プ 端 子 Ａ Ｔ １ の Ｖ 相 端
子 ， さ ら に 、 端 部 Ｖ １ ａ ， Ｖ 相 巻 線 Ｖ １ ， 端 部 Ｖ １ ｂ ， 接 続 部 Ｄ ， 端 部 Ｖ ２ ａ ， Ｖ 相 巻 線
Ｖ ２ ， 端 部 Ｖ ２ ｂ ， 接 続 部 Ｉ ， ア ン プ 端 子 Ａ Ｔ １ の Ｗ 相 端 子 ， 又 、 端 部 Ｗ １ ａ ， Ｗ 相 巻 線
Ｗ １ ， 端 部 Ｗ １ ｂ ， 接 続 部 Ｄ ， 端 部 Ｗ ２ ａ ， Ｗ 相 巻 線 Ｗ ２ ， 端 部 Ｗ ２ ｂ ， 接 続 部 Ｉ ， ア ン
プ 端 子 Ａ Ｔ １ の Ｕ 相 端 子 と つ な が る 図 ４ （ ｂ ） に 示 す デ ル タ 結 線 か ら な る 結 線 方 式 の 電 動
機 と な る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
同 様 に 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 接 続 部 Ａ ， Ｇ ， Ｈ を 接 続 し 、 ア ン プ 端 子 Ａ Ｔ １ に ア ン プ Ａ ｍ
ｐ １ を 接 続 す る よ う に し て 、 図 ４ （ ｃ ） の 各 相 巻 線 が 並 列 に 接 続 さ れ た ス タ ー 結 線 か ら な
る 結 線 方 式 の 電 動 機 と な り 、 接 続 部 Ａ ， Ｈ ， Ｉ を 接 続 し 、 ア ン プ 端 子 Ａ Ｔ １ に ア ン プ Ａ ｍ
ｐ １ を 接 続 す る よ う に し て 、 図 ４ （ ｄ ） の 各 相 巻 線 が 並 列 に 接 続 さ れ た デ ル タ 結 線 か ら な
る 結 線 方 式 の 電 動 機 と な る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
又 、 接 続 部 Ｂ ， Ｃ ， Ｇ を 接 続 し 、 ア ン プ 端 子 Ａ Ｔ １ ， Ａ Ｔ ２ に 電 流 供 給 部 の ア ン プ Ａ ｍ ｐ
１ ， Ａ ｍ ｐ ２ を 接 続 す る よ う に す れ ば 、 図 ４ （ ｅ ） に 示 す よ う に 、 ス タ ー 結 線 が 独 立 に ２
つ 形 成 さ れ た 結 線 方 式 の 電 動 機 と な る （ 実 質 的 に ２ つ の 電 動 機 が 形 成 さ れ る ） 。 さ ら に 、
接 続 部 Ｂ ， Ｅ ， Ｆ を 接 続 し 、 ア ン プ 端 子 Ａ Ｔ １ ， Ａ Ｔ ２ に ア ン プ Ａ ｍ ｐ １ ， Ａ ｍ ｐ ２ １ を
接 続 す る よ う に す れ ば 、 図 ４ （ ｆ ） に 示 す よ う に 、 デ ル タ 結 線 が 独 立 ２ つ に 形 成 さ れ た 結
線 方 式 の 電 動 機 と な る （ こ の 場 合 も 実 質 的 に ２ つ の 電 動 機 が 形 成 さ れ る ） 。
上 述 し た 実 施 形 態 で は 、 接 続 部 Ａ ～ Ｉ 及 び ア ン プ 接 続 端 子 Ａ Ｔ １ ， Ａ Ｔ ２ を 備 え る も の と
し た が 、 こ れ ら 接 続 部 Ａ ～ Ｉ 、 ア ン プ 接 続 端 子 Ａ Ｔ １ ， Ａ Ｔ ２ を 設 け ず に 、 単 に 、 電 動 機
本 体 １ に 端 子 台 を 設 け 、 各 相 の 独 立 し た 巻 線 の 両 端 の 端 部 を 端 子 台 に 設 け た 端 子 と 接 続 す
る よ う に し て も よ い 。 こ の 場 合 、 端 子 台 に 設 け る 各 相 巻 線 へ の 接 続 端 子 は 、 図 １ に 示 す よ
う に 、 端 部 （ 端 子 ） Ｕ １ ａ ， Ｖ １ ａ ， Ｗ １ ａ の 組 、 端 部 （ 端 子 ） Ｕ １ ｂ ， Ｖ １ ｂ ， Ｗ １ ｂ
の 組 、 端 部 （ 端 子 ） Ｕ ２ ａ ， Ｖ ２ ａ ， Ｗ ２ ａ の 組 、 端 部 （ 端 子 ） Ｕ ２ ｂ ， Ｖ ２ ｂ ， Ｗ ２ ｂ
の 組 、 に 分 け 、 区 別 し て 配 置 す る 。
そ し て 、 巻 線 を 結 線 す る 際 に は 、 上 述 し た 接 続 部 Ａ ～ Ｉ に よ る 接 続 と 同 様 に し て 、 こ の 端
子 台 の 端 子 間 を 銅 線 等 で 接 続 し 、 さ ら に ア ン プ Ａ ｍ ｐ １ さ ら に は ア ン プ Ａ ｍ ｐ ２ を 接 続 す
る よ う に す れ ば よ い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
以 上 の よ う に 、 本 実 施 形 態 に お い て は 、 結 線 方 式 を 変 え る こ と に よ っ て 、 ６ 種 類 の 電 動 機
を 構 成 す る こ と が で き る も の で 、 こ の ６ 種 類 の 出 力 特 性 を 図 ５ に 示 す 。 な お 、 こ の 図 ５ で
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示 す 出 力 特 性 に 付 し た 符 号 （ ａ ） ～ （ ｆ ） は 、 図 ３ ， 図 ４ に 示 し た 結 線 方 式 が 異 な る ６ 種
類 の 電 動 機 （ ａ ） ～ （ ｆ ） に 対 応 す る も の で あ る 。 こ の 図 ５ に 示 さ れ る よ う に 、 ６ 種 類 の
電 動 機 は そ の 特 性 が 異 な る 。 よ っ て 、 電 動 機 を 適 用 す る 機 械 等 に と っ て 必 要 と す る ト ル ク
や 速 度 に 応 じ て 、 最 適 な 出 力 特 性 の 電 動 機 を 構 成 す る よ う に 接 続 部 の 接 続 を 選 択 的 に 接 続
す れ ば よ い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
例 え ば 、 プ レ ス 機 械 に 適 用 す る 場 合 、 大 き な 打 ち 抜 き 力 を 得 る 必 要 が あ る 場 合 に は 、 高 ト
ル ク 特 性 を 有 す る 図 ４ （ ａ ） に 示 す 各 相 巻 線 を 直 列 に 接 続 し ス タ ー 結 線 に し た 電 動 機 と す
れ ば よ く 、 さ ら に は 、 速 度 も 上 げ る 必 要 が あ れ ば 、 高 ト ル ク で 速 度 範 囲 が 広 い 図 ４ （ ｅ ）
に 示 す ス タ ー 結 線 が ２ 組 形 成 さ れ た 電 動 機 に 構 成 す れ ば よ い 。 又 、 大 き な 打 ち 抜 き 力 は 小
さ く て よ く 、 ヒ ッ ト 数 を 上 げ る 必 要 の あ る 場 合 に は 、 速 度 範 囲 が 広 い 図 ４ （ ｄ ） の 各 相 巻
線 が 並 列 に 接 続 さ れ た デ ル タ 結 線 の 電 動 機 に 、 又 は 、 図 ４ （ ｆ ） に 示 す デ ル タ 結 線 が ２ 組
形 成 さ れ た 電 動 機 に 構 成 す れ ば よ い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
接 続 部 Ａ ～ Ｉ を 選 択 的 に 接 続 す る こ と に よ っ て 図 ４ に 示 す よ う な ６ 種 類 の 電 動 機 を 構 成 さ
せ る こ と が で き 、 か つ 、 こ の ６ 種 類 の 電 動 機 の 出 力 特 性 は 図 ５ に 示 す よ う に 異 な る も の で
あ る か ら 、 機 械 に 電 動 機 を 適 用 す る 際 に 最 適 な 出 力 特 性 の 電 動 機 に 構 成 し て 適 用 す れ ば よ
い 。 し か も 電 動 機 本 体 １ 自 体 は １ 種 類 （ こ の 実 施 形 態 で は 各 相 巻 線 に ２ つ の 独 立 し た 巻 線
を 備 え 、 接 続 部 Ａ ～ Ｉ を 有 す る 電 動 機 ） の も の で よ く 、 各 種 出 力 特 性 に 合 わ せ て そ れ ぞ れ
の 電 動 機 を 個 別 に 製 造 す る 必 要 が な く 、 １ つ の も の を 大 量 生 産 す る こ と に よ っ て 、 そ の 製
造 コ ス ト を 低 下 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
又 、 ア ン プ を １ つ 使 用 す る 場 合 に お い て も 、 図 ４ ， 図 ５ の （ ａ ） ～ （ ｄ ） に 示 す よ う に 、
出 力 特 性 の 異 な る ４ 種 類 の 電 動 機 を 構 成 可 能 で あ る こ と か ら 、 ア ン プ も １ 種 類 用 意 す れ ば
よ く 、 こ の 点 に お い て も 生 産 効 率 を よ く す る こ と が で き る 。
さ ら に 、 供 給 電 圧 の 異 な る ア ン プ を 用 い る こ と に よ っ て 、 出 力 特 性 の 幅 を 変 え る こ と が で
き る 。 電 流 容 量 が 同 じ で 供 給 電 圧 が ２ 倍 の ア ン プ を 用 い た 場 合 の 各 結 線 方 式 （ 図 ４ （ ａ ）
～ （ ｆ ） ） に お け る 電 動 機 の 出 力 特 性 を 図 ６ に 示 す 。 こ の 図 ６ と 図 ５ と を 比 較 し て 分 か る
よ う に 、 供 給 電 圧 を ２ 倍 と す る こ と に よ っ て 、 各 結 線 方 式 に お い て も 最 高 速 度 を ２ 倍 と す
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
そ こ で 、 同 じ 電 流 容 量 で 供 給 電 圧 が 異 な る ア ン プ を 用 い る こ と で 結 線 方 式 が 異 な る も の で
も ほ ぼ 同 一 の 出 力 特 性 を 得 る こ と が で き る 。 例 え ば 、 日 本 向 け が ２ ０ ０ Ｖ 仕 様 で あ る こ と
に 対 し て 、 ヨ ー ロ ッ パ 向 け が ４ ０ ０ Ｖ 仕 様 で あ る 機 械 に こ の 電 動 機 を 適 用 す る 場 合 に は 、
日 本 向 け の ２ ０ ０ Ｖ 仕 様 に お い て 、 結 線 方 式 （ ｅ ） を 選 択 し た 場 合 、 ヨ ー ロ ッ パ 向 け の ４
０ ０ Ｖ 仕 様 で は 、 ２ ０ ０ Ｖ で の 結 線 方 式 （ ｅ ） の 出 力 特 性 （ 図 ５ の （ ｅ ） 参 照 ） と ほ ぼ 一
致 す る 、 結 線 方 式 （ ａ ） の 電 動 機 に す れ ば 、 同 等 の 出 力 特 性 （ 図 ６ の （ ａ ） 参 照 ） を 得 る
こ と が で き る も の で あ る 。 日 本 向 け （ ２ ０ ０ Ｖ 仕 様 ） 、 ヨ ー ロ ッ パ 向 け （ ４ ０ ０ Ｖ 仕 様 ）
と 個 々 に 異 な っ た 電 動 機 を 用 意 す る 必 要 が な く 単 に 接 続 部 の 接 続 関 係 を 変 え る だ け で 、 １
つ の 電 動 機 本 体 １ の み を 用 意 す る だ け で よ い こ と 、 電 動 機 の 汎 用 性 が よ り 一 段 と 広 が る も
の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
又 、 上 述 し た 実 施 形 態 で は 、 接 続 部 Ａ ～ Ｉ は 、 半 固 定 的 に 結 線 す る 場 合 に つ い て 説 明 し た
が 、 こ の 接 続 部 を ス イ ッ チ で 構 成 し 、 ス イ ッ チ を 切 り 替 え る こ と に よ っ て 結 線 方 式 （ 図 ４
（ ａ ） ～ （ ｆ ） ） を 選 択 す る よ う に し て も よ い 。 又 、 こ の ス イ ッ チ を 電 磁 接 触 器 等 の 自 動
切 替 ス イ ッ チ で 構 成 し 、 こ の 電 動 機 を 適 用 し た 機 械 の 動 作 に お い て 、 速 度 を 必 要 と す る と
き 、 ト ル ク を 必 要 と す る と き に 応 じ て 、 電 磁 接 触 器 に よ る 接 続 を 切 り 替 え 、 結 線 方 式 を 変
え る こ と に よ っ て 、 機 械 動 作 の そ の 時 々 に 応 じ て 必 要 な 出 力 特 性 の 電 動 機 に 切 り 替 え る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
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【 発 明 の 効 果 】
電 動 機 本 体 １ つ に 対 し て ア ン プ の 接 続 数 、 結 線 方 式 を 変 え る だ け で 、 多 数 の 出 力 特 性 の 異
な る 電 動 機 を 構 成 す る こ と が で き 、 出 力 特 性 に 合 わ せ て 、 個 々 の 電 動 機 を 製 造 す る 必 要 が
な く 、 電 動 機 本 体 は １ つ の み 製 造 し 、 機 械 に 取 り 付 け る 際 に 必 要 な 出 力 特 性 が 得 ら れ る よ
う 、 接 続 ア ン プ 数 、 結 線 方 式 を 選 択 す る だ け で よ い も の で あ る 。 こ れ に よ り 、 電 動 機 本 体
の 多 量 生 産 が 可 能 と な り 、 そ の 製 造 コ ス ト を 低 下 さ せ る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 の 電 動 機 の 結 線 構 成 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 同 実 施 形 態 に お け る 接 続 部 の 詳 細 説 明 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 同 実 施 形 態 の 結 線 方 式 に お け る 各 接 続 部 の 接 続 状 態 を 示 す 図 表 で あ る 。
【 図 ４ 】 同 実 施 形 態 に お け る 各 結 線 方 式 に お け る 電 動 機 の 結 線 状 態 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 同 実 施 形 態 に お け る 各 結 線 方 式 に お け る 出 力 特 性 を 表 す 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 同 実 施 形 態 に お い て 、 供 給 電 圧 を ２ 倍 に し た ア ン プ を 用 い た と き の 各 結 線 方 式 に
お け る 出 力 特 性 を 表 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 電 動 機 本 体
Ａ ～ Ｉ 　 接 続 部
Ｕ １ ， Ｕ ２ 　 Ｕ 相 巻 線
Ｖ １ ， Ｖ ２ 　 Ｖ 相 巻 線
Ｗ １ ， Ｗ ２ 　 Ｗ 相 巻 線
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

(6) JP 2004-254445 A 2004.9.9



【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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